
 

第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名  第３回武蔵村山市在宅医療・介護連携推進協議会 

開 催 日 時 平成２８年２月１７日（水） １９時３０分 ～２０時３０分 

開 催 場 所  市民総合センター２階 社会福祉協議会会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

 

出席者：下田委員、小関委員、小山委員、宇津木委員、堀尾委員、佐藤委

員、高佐委員、新井委員、五十嵐委員、河西委員、宮沢委員、鹿

取委員、渡邊委員、高齢福祉課長、相談・支援グループ主査、管

理グループ主査、管理グループ主任 

欠席者：柳川委員、田野倉委員 

傍聴者：なし 

 

議 題 

 

議  題１ 多職種連携研修会アンケート集計結果について 

議  題２ 「医療・介護連携マップ」について 

議  題３ 多職種連携のためのＩＣＴ化について 

議  題４ その他 

 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

 「医療・介護資源マップ」について、事務局に一任されることになっ

た。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

 開会 

  

《議題１ 多職種連携研修会アンケート集計結果について》 

事務局：説明 

会 長：平成２８年度の開催予定はあるのか。 

事務局：２回程度を予定している。テーマが決まっていないので、案があ

れば出してほしい。 

委 員：年２回開催するのであれば、半年に１回ずつではどうか。今年度

と同じく、土曜日開催のほうが出席しやすい。 

委 員：テーマについては、認知症疾患センターがあるので、１回は認知

症を扱ったらどうか。 

委 員：参加職種に制限はあるのか。ないのであれば、通所職員やヘルパ

ー等も参加してもらった方が良いのではないか。 

 

《議題２ 「医療・介護資源マップ」について》 

事務局：説明 

委 員：見本では市内地図がＡ４サイズとなっているが、地図にマーク等

を落とし込むと情報量が多すぎて分からなくなってしまうので

は。地図はＡ３サイズにした方が良いのでは。 

委 員：介護と医療の地図を別々にすることは可能なのか。そのほうが自

分の住んでいる地域にどんな事業所があるのか分かりやすいので

はないか。 

委 員：条件付きでの往診、訪問診療について、ページ数の関係上全部掲

載することはできないので、各医療機関に問い合わせして欲し



 

い、といった一文は必要である。また、往診と訪問診療の違いを

知らない人もいるので、説明はあったほうが良い。 

委 員：医師会等に加入していない医療機関等について、掲載許可を求め

たほうが良い。 

事務局：一覧に掲載する医療機関等は、東京都のホームページで公表され

ている。しかし、医師会などに加入していないところについて

は、事前に電話等で確認することにする。 

 

委 員：施設等の空き情報について、市のホームページに掲載するという

話はどうなったのか。 

事務局：市のホームページが新しくなることに合わせて、マップに掲載し

ている一覧のようなものを掲載することを検討している。細かい

医療機関の情報等については、東京都のホームページ等にリンク

を貼るということを考えている。地図の作成もできるので、そち

らも作成する予定である。施設等の空き情報をリアルタイムで更

新することは現状では難しい。多職種連携のためのＩＣＴ化のほ

うでＭＣＳ（メディカル・ケア・サポート）と連携させ、事業所

の協力のもと更新は可能とのこと。 

委 員：ＭＣＳで更新となると、会員以外は閲覧できないのでは。 

委 員：ＭＣＳとは別のホームページを作成するので、ＳＮＳとは別物と

考えてほしい。更新については、週１回くらいで更新することは

可能である。 

ＭＣＳ等にかかる費用については、平成２９年度までは東京都医

師会から補助金が出るが、その後については市の方で予算化して

ほしい。 

委 員：マップに掲載されている事業所等がすべてＭＣＳに協力してくれ

るのか。 

委 員：医師会からも働きかけるし、市のほうも働きかけが必要。ただ、

今後の永続性については要検討である。 

会 長：各施設の意見を取り入れて、まとめてほしい。 

 

《議題３ 多職種連携のためのＩＣＴ化について》 

委 員：説明 

委 員：今度ＭＣＳの説明会が開催されるので、ぜひ参加してほしい。 

 

《議題４ その他》 

事務局：今年度の会議は今回で最後である。来年度は４回程度を予定して

いる。検討内容としては、引き続きＩＣＴ化や資源マップについ

て、また、「切れ目のない在宅医療・介護提供体制の構築」や

「在宅医療・介護連携に関する相談支援」等についても考えてい

る。次回の日程については未定である。 

委 員：認知症疾患医療センターについて、認知症の早期発見について試

案しているところである。平成２８年度上半期にはある程度かた

ちにできると思うので、協議会委員に協力を求める。 

 

  

終  了 

 
 



 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 健康福祉部高齢福祉課（内線：６３２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


